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【はじめに】近年、新たな太陽エネルギー利用

技術としてソーラー熱光起電力発電システム

（ソーラーTPV）が注目されている[1, 2]。この

システムではエミッタからの熱放射スペクト

ルをPVセルの感度波長域と整合させることで

単接合セルでも高い効率が期待できる。また、

アブソーバーにおいて高効率に太陽光を吸収するためには波長選択吸収特性を持たせること必要

である。このように熱放射スペクトルの制御はソーラーTPVの効率に大きく寄与する。 

ソーラーTPVの作動温度は1000℃以上であるため熱放射スペクトル制御材料にも耐熱性が求め

られることから耐熱金属が多く用いられる[3]。しかし高温では自由電子の散乱が大きくなり特に

赤外域において放射特性が大きく変化する。したがってシステムの性能を正確に評価するために

は高温時の特性を直接評価することが必要である。 

【実験】高温時の放射特性を計算し、システムの効率評価を行った。熱輻射制御材料の高温特性

を評価するために 800℃での熱放射測定を行った。また、波長選択吸収特性の効果を確認するた

め赤外線ランプを用いた昇温試験を行った。 

【結果と考察】計算された高温域の放射率を用いて変

換効率を算出すると室温の場合と比べ図２に示すよう

に 10％以上の低下が見られた。また実際の熱放射測定

結果においても計算と同様の傾向が見られた。以上よ

り、最適システム設計を行う際には高温時の熱放射特

性の考慮が必要であり、高い発電効率を持つソーラー

TPV システムを得るためには高温時における赤外域の

放射率抑制が重要であるという知見が得られた。 
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Fig. 1. Schematic illustration of a solar-TPV system. 
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Fig. 2. Calculated conversion efficiency as a 

function of emittance at 5 m. 
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